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要旨 
およそ 10年に一度の改訂がなされてきた我が国の小学校学習指導要領（指導書・解説を
含む）において、バドミントンに関わる運動の例示は一度もみられなかった。筆者は、生
涯スポーツの観点から、中学校保健体育科でのバドミントン単元の導入段階として、小学
校体育科においてもバドミントンに関わる運動を取り入れるべきだと長年主張してきた。
2017 年 6 月に小学校学習指導要領解説体育編の公表があり、初めてバドミントンに関わる
運動の例示がなされた。本稿は、小学校体育科でのバドミントンに関わる学習プログラム
（以下、バドミントンに関わる教材という。）の開発経緯と授業づくりについて論述するも
のである。 
 
 
１ 学校教育でのバドミントンの取り扱いについて 
 
 我が国において、バドミントンは昭和 20年代に中学校の選択教材として取り上げられた
ことがある。けれども、当時流行していたレクリエーションや軽スポーツの１つとして初
歩的段階の指導がほとんど行われずに実施された。その結果、ラケットやシャトルの損傷
が激しくて費用がかさんだ為に、中学校の教材としては不適切だということになり、削除
されてしまった（伊藤,1971）。その後、長い期間を経て、中学校３学年の「球技」種目の
代替として復活し、学校や地域の実態を考慮して加えることができるようになった。さら
に、1989年の中学校学習指導要領では、「球技」種目の１つに加えられた。現行の中学校学
習指導要領（2008年）では、「球技」領域の「ネット型」として、バレーボール、卓球及び
テニスと共にバドミントンが取り上げられている（岸,2015）。 
現行の小学校学習指導要領（文部科学省,2008a）は、「ゲーム及びボール運動」領域が「ゴ
ール型」「ネット型」「ベースボール型」で示された。しかしながら、小学校学習指導要領
解説体育編（文部科学省,2008b）をみると、「ネット型」は中学年で「ソフトバレーボール
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を基にした易しいゲーム」と「プレルボールを基にした易しいゲーム」が、また高学年で
は「ソフトバレーボール」と「プレルボール」が例示されているだけであった。つまり、
これまでの小学校学習指導要領（指導書、解説を含む）においては、バドミントンが取り
上げられることはなかったということである。しかしながら、2017年 6月並びに 7月に Web
で公表された小学校学習指導要領解説体育編（文部科学省,2017c,d）の｢ネット型」には、
次のような例示がなされている。 
＜中学年＞ネット型ゲーム 
○ソフトバレーボールを基にした易しいゲーム 
○プレルボールを基にした易しいゲーム 
○バドミントンやテニスを基にした易しいゲーム 
○天大中小など 
＜高学年＞ネット型 
○ソフトバレーボールを基にした簡易化されたゲーム 
○バドミントンやテニスを基にした簡易化されたゲーム 
バドミントンに関わる運動遊び（ゲーム）が、小学校のナショナル・カリキュラム類に
示されている国はイングランド以外には見当たらない（岸,2016）ため、我が国の新学習指
導要領解説体育編において例示されたことは画期的なことである。 
 
 
２ 「ネット型」ボール運動の分類例と特性について 
 
（１）「ネット型」ボール運動の２分類 
前述の通り、現行の学習指導要領から小学校の「ゲーム及びボール運動」領域並びに中
学校と高等学校の「球技」領域が「ネット」型を含む３型に分類された。このことは、改
訂された小学校学習指導要領（文部科学省,2017a）及び中学校学習指導要領（文部科学
省,2017b）でも同様となっている。 
「ネット型」ボール運動は、「連係プレイ型」と「攻守一体プレイ型」の２つに分類する
ことができる（髙橋,1994）。前者は自陣での接球が３回まで許されているため、チーム員
間の連携プレイが得失点に結びついている。また、守りから攻めに転ずる時間的余裕があ
ることなどが考えられる。小学校体育科で実施可能な種目にはバレーボール、ソフトバレ
ーボール、プレルボール及びインディアカなどがある。後者は自陣での接球が１回しか許
されていないため、打球するプレイヤーの判断が得失点に結びついている。また、守りか
攻めかを一瞬に決めなければならないことなどが考えられる。実施可能な種目としては、
バドミントン、卓球及びテニスなどがある（岸ほか,2017）。 
（２）「ネット型」ボール運動としてのバドミントンの特性 
 バドミントンやテニス及び卓球といったラケット系スポーツは、敵陣から送られてきた
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ボールに対して瞬時に反応して、１球（回）で返球しなければならない。それはチームの
「連係プレイ」ではなく、あくまでも個々の状況判断に委ねられた「戦術」と「運動技能」
である。ボールの飛行距離や方向、速さを先取りすること、味方（ダブルスの場合）と相
手の位置を認識することなど総合的に判断しなければならない。攻撃的なスマッシュが決
まって１点を得ることもあるが、大抵は相手エンドの狙った位置に返球（リターン）して
攻撃のチャンスを窺うことになる。また、ラケット系スポーツのサービスと返球の形態に
は相違がある。テニスとバドミントンは、元来アンダーハンド（下手）からのサービスで
あったが、テニスのみオーバーヘッド（頭上）からのサービスが可能となり、今やその優
劣で勝敗が決まることさえある。卓球のサービスは、1965 年ごろまでは投げ上げて上昇途
中に打っていたが、後には下降中に打つ形態になった。しかし、ラケット面でのカット等
に規定がないため、変化に富んだ球種技術が次々に編み出されている。ただ、自コート（台
上）でワンバウンドさせてから相手コート（台上）にもワンバウンドさせなければ有効で
ない点は、他の２種目とは異なる。また、サービスに対するリターンプレイをみると、テ
ニスはワンバウンドとノーバウンドの両方が許されている。バドミントンはノーバウンド、
卓球はワンバウンドのみとなっている。テニスのサービスを攻撃的に返球することは可能
だが、ポイント獲得にならない場合が多い。一方のバドミントンと卓球は、コースが甘け
れば一撃を食らいポイントが奪われてしまう。筆者は、このような特徴を持ったネット型
「攻守一体プレイ」のスポーツに繋がるような運動遊びやボールゲーム（試合）も、小学
校体育科に取り上げるほうが良いと指摘している（岸,2015）。 
 
  
３ 小学校体育科におけるバドミントンに関わる教材開発までの経緯 
 
 筆者は大学生からバドミントンを始め、およそ 10年余りはプレイヤーとして競技を楽し
んだ。30 歳代以降は、大学バドミントン部などのコーチや監督を歴任すると共に、大学の
教養科目としてのバドミントンを担当する機会に恵まれた。しかし、いつしか初心者指導
に対する熱い思いが湧き上がっていた。オリンピックでメダルを狙うようなトップ選手を
コーチングするよりも、初歩的・基礎的な技術を習得したい人たちに効率よく上達するた
めの方法を実践研究するほうが地味だと考える。スポーツ・体育界には、一流競技者を対
象とする研究者は多いが、初心者を対象とするコーチングの研究者は国際的にみても少な
いと推察される。また、中学校や高等学校においてバドミントンの授業を対象とした研究
も極めて少ないと考えられる。そのような中で、筆者が着目したのは後述する則元（2002）
と佐藤（2006）の研究報告である。 
 則元（2002）は教材づくりの条件として①簡易性、②安全性、③固有の技術の特質、④
ルール変更などが一般的にあげられると述べている。また、体育授業では「正式」スポー
ツの技能習熟だけを目指すものではないことは明らかであり、スポーツの文化的価値を対
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象に教育的価値の視点から教科内容を構成して教材づくりを行うことが重要だと述べ、「教
材から見た教科内容」と「教科内容から見た教材」の２分類から教材づくりを示している。
一方の佐藤（2006）は、小学校学習指導要領体育科の「ボール運動」領域に対人ネット型
の個人種目（「テニス、卓球又はバドミントン」等）が示されていないことに疑問を持ち、
対人ネット型の個人種目の可能性について検討した。その結果、中学・高等学校の対人ネ
ット型の個人種目を実践する時の問題点として、（1）場や用具といった学校施設、（2）ラ
ケット操作の難しさ、（3）男子生徒の攻守混合型の球技への興味・関心の高さをあげてい
る。そのうえで、対人ネット型の個人種目が持つ機能的特性に目を向け、その必要性を論
じていくことが必要だと報告している。また対人ネット型の個人種目の価値については、
集団的な球技にない特性や面白さ（例えば、接触プレイがなく安全、体格差や性差を考え
ずにできる、個人での駆け引きが多い）を持っていると述べている。さらに、小学校での
実践例としては、「卓球」「バドミントン」「プレルボール」「ショートテニス」及び特別活
動におけるクラブ活動を紹介している。考察においては、運動スキルの発達に関してデビ
ッド・Ｆ・ガラヒューを、そしてＭ.チクセントミハイのフローモデルに関する学説を援用
し、卓球やバドミントンを小学校の体育カリキュラムに入れることは十分可能だと主張し
ている。 
 これらに関して筆者も長年考えていたが、前述の先行研究にたどり着いたのは近年のこ
とである。前述した佐藤（2006）の実践は６年生を対象としたものであり、具体的な指導
内容は示されていない。そのため筆者らは、まず小学生初心者を対象とした「バドミント
ン教室」を開催した。そこでは、セノー㈱に特注した支柱及び市販のジュニア用ラケット
を用いて行い、僅かな成果が得られたものの、これまでの教材に修正が必要なことが示唆
された（岸,2014:KISHI and USHIYAMA,2015）。例えば、当初から実施していた「シャトル
をラケット面で突く」ドリルについてみると、大学生の初心者では短時間の練習で上達が
みられた。これに対して、小学校低学年と中学年の児童においては、短時間の練習では成
果がほとんどみられなかった。そのため、小学生にとってのバドミントンに関わる教材（ド
リルを含む）は、もっと技術レベルを低くしなければならないとの仮説を得て、新たな教
材開発を行うことに至ったのである（岸,2016,pp.110-112）。 
後述する小学校体育科におけるバドミントンに関わる教材は、国内外のバドミントンや
テニス並びに卓球の入門書・指導書・教本・研究論文等を参考にするとともに、筆者のオ
リジナルなアイデアを加えて開発したものである。 
 
 
４ 小学校体育科におけるバドミントンに関わる教材の開発 
 
 まず、2012年 5月から 7月までの 2ヶ月間に、小学生の初心者（18名）を対象とした「バ
ドミントン教室」を 9 回開催した。その際、これまでのバドミントンに関わる教材に修正
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を加えた小学生用のプログラムで実施した。表 1は、「バドミントン教室」のプログラムの
概要を示したものである。これらのプログラム（ドリルを含む）の他には、製造元のセノ
ー㈱に特別注文した支柱を用いてネットの高さを工夫したことと、市販のジュニア用ラケ
ットを使用したことが特筆すべき点である（岸・牛山,2014）。 
 
  表 1 小学生初心者を対象に実施したプログラムの概要（岸・牛山,2014） 
 
 
次に、小学校体育科のバドミントンに関わるドリルの概略を図 1 のように構想した（岸
ら,2014）。すなわち低学年においては、スポーツ運動に取り組む上での導入段階にあたる
ため、「調整力を高めるような多様な遊び」を豊富に経験させることが大切である。中学年
ではバドミントンに関わる運動の準備段階として、「ラケットとシャトルを用いた運動遊
び」を経験させたい。高学年はバドミントンの初期段階の技術習得の時期に位置づけられ
るため、「さまざまな運動やゲーム」を経験させることが、中学校への系統性の観点からも
重要と考えている。 
 
図 1 小学校体育科のバドミントンに関わるドリルの概略（岸ら,2014） 
 
低学年 中学年 高学年
調整力を高めるよ
うな多様な遊び
（導入段階）
ラケットとシャトル
を用いた運動遊び
（準備段階）
バドミントンの初期
段階の運動・ゲー
ム （初期段階）
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一方で、球技（ネット型）の内容の体系化については、『学校体育実技指導資料第 8集 ゲ
ーム及びボール運動』（文部科学省,2010）に加筆提案したものを報告した（岸,2014）。さ
らに、前述の小学生初心者を対象とした「バドミントン教室」の成果と課題を踏まえて、
小学校の体育授業を想定したバドミントンに関わる教材の試案（岸,2015）を作成した。そ
の試案を基に、2015年 10月から 2016年 1月までに、「バドミントン遊び教室」を計 4回実
施した。同教室は、K 大学体育館において、K 学園学童クラブ所属の小学校 1 年生～5 年生
37名を対象に行った。写真１～６は、その様子を撮影したものである。 
     
    写真１           写真２           写真３ 
       
    写真４          写真５           写真６ 
 これらの実践研究の検証に修正を加え、小学校体育科におけるバドミントンに関わる教
材＜運動遊びとゲーム＞を提示することができた（岸,2016）。その後、小学校学習指導要
領解説体育編（以下、解説体育編という。）の公表があったため、2017年 9月に開催された
第 68回日本体育学会の口頭発表の際には、解説体育編の例示を踏まえた低学年用、中学年
用、高学年用の教材を提案した（岸ほか,2017）。それらで、今後の課題として挙げた単元
計画等について、次章では述べていく。 
 
 
５ バドミントンに関わる教材の単元計画案 
 
（１）低学年におけるバドミントン遊びの提案 
 解説体育編のボールゲームには、「攻めと守りが分かれたコートで、相手コートにボール
を投げたりする簡単な規則で行われる易しいゲーム」が例示されている（文部科学
省,2017c,d,p.58-59）。そのため、ここではネット型ゲームに発展することをねらいとした
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「シャトル合戦」（岸,2016,p.121）を取り上げる。なお、２年生を想定した授業とする。 
 表２は、バドミントンのシャトルで遊ぼうの単元計画案である。単元の 1 時間目は、学
習のねらいや進め方についての指導を行う。併せて、２時間目以降のチーム編成（５～６
人程度）を決定する。また、バドミントンに興味を持たせるための「お話｣として、ラケッ
ト系スポーツ（バドミントン、卓球、テニス）の用具の実物を見せて解説する。２時間目
は、まず、シャトルを用いた易しいゲームの基本的な技術であるスローイング（投法）に
ついて指導を行う。次に目標物に当てたり、入れたりするための技術ポイントを指導して
から、チーム対抗でのゲームを行う。後半では、各チームで作戦を立てさせ、それをゲー
ムで生かせるように工夫させる。確かめのゲームは１回ずつ行う。３時間目の前半は前時
の復習を行う。後半では、各チームで作戦を立てさせ、それを確かめのゲームで生かせる
ように工夫させる。確かめのゲームは２回ずつ行う。４時間目は、シャトル合戦大会を行
う。１時間の流れは、①挨拶、準備運動、②学習内容の確認（本時はシャトル合戦大会）、
③ゲームの決まりとして次の３点を確認する。(1)ゲームはリーグ戦、(2)３回マッチ、(3)
制限時間は１分間、④各チームで１回戦目の作戦を立て、リーグ戦を開始する。ここで大
事なことは、相手チームに応じた作戦を考え、ゲームを行い、その結果を生かして次のゲ
ームに応用することである。チームで作戦を立てる際には、思考力や判断力、コミュニケ
ーション能力などを養うことにもつながると考えられる。全ての対戦が終了したら、表彰
式を行う。⑤最後に、単元全体の振り返りとまとめを行う。 
（２）中学年におけるバドミントンを基にしたゲームの提案 
 解説体育編のゲーム領域におけるネット型ゲームには、「バドミントンやテニスを基にし
た易しいゲーム」が例示されている（文部科学省,2017c,d,p.97）。そのため、ここではネ
ット型の簡易ゲームに発展することをねらいとした「ネットなしのシャトル突き」
（岸,2016,p.122）を取り上げる。なお、４年生を想定した授業とする。 
 表３は、ネットなしのシャトル突きゲームの単元計画案である。単元の 1 時間目は、学
習のねらいや進め方について指導を行う。併せて、２時間目以降のペアとチーム（４人程
度）を決定する。また、バドミントンに興味を持たせるための「お話」として、シャトル
やラケットの構造・種類などに関わる解説を行う。その際、実物や写真及びイラストなど
を使えば効果的になると考えられる。最後は、キャッチ＆スローとラケット面にシャトル
を乗せての運動を短時間行う。２時間目は、シャトル運びのリレー（回旋リレーを含む）
をチーム対抗で行う。３時間目は、まず各自でネットなしのシャトル突きを行う。この課
題の技術ポイントは、ラケットを腰の辺りに構え、ラケット面を立てずに横にしたままで
シャトルを突くようにする。ラケットは大振りせず、シャトルのコルク部（羽根を固定し
ている下部）がラケット面に当たった時（インパクトという。）、少し握りを強くして押し
出すような感じで突くと高く飛ばない。大事なのは、シャトルから目を離さずに集中して、
突き続けることである。ラケットの片面（フォア、バック）で 10回程度突き続けられるよ
うになったら、次は２人組（ペア）で行うようにする。４時間目は、３時間目の復習と発 
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         表２ シャトルで遊ぼうの単元計画案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３ ネットなしのシャトル突きゲームの単元計画案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 2 3 4 5
学習Ⅰ 学習Ⅱ 学習Ⅲ
オリエンテーション
・学習のねらい ②ドリルゲーム ②シャトルとラケットの扱い方
・ペアを決める
・チーム編成
・単元の流れ
・１時間の流れ
③学習内容の確認
④課題ゲーム ④課題ゲーム（回数を競う）
⑤話し合い（作戦タイム）
⑥確かめのドリル（技術の定着）
⑧学習のまとめ
⑦ゲームの振り返り
・ネットなしシャトル突き、ラケッ
ト 面 自由 又は 交互 面（ １人 →複
数）、回数を競う
・ラケットの各部
の名称を学ぶ
・ラケットの握り
方などを学ぶ
・力の入れ具合を
工夫して、その場
でシャトルを突く
学習の ねら いや
進め方を知る
①挨拶、準備運動
シ
ャ
ト
ル
突
き
大
会
・基本的な動き（ネットなしのシャ
トル突き）を身に付ける
・ネットなしシャトル突き、片面
（１人）
ネットなしシャトル突きの基本的な技術を身に
つける
　シャトル運びリ
レーで楽しむ
・シャトル運びリ
レー
・バドミントンに関
わる「お話」と実演
・シャトル運び回
旋リレー
・シャトル運び回
旋リレー（チーム
対抗）
・シャトル運び回
旋リレー（チーム
対抗、速さと正確
さを競う）
・ネットなしシャトル突き、ラケッ
ト交互面（１人→複数）
・シャトル運びリ
レーなどを行う
・シャトルに慣れる
運動
1 2 3 4
学習Ⅰ
オリエンテーション
・学習のねらい
・チーム編成
・単元の流れ
・１時間の流れ ③学習内容の確認
④課題ゲーム
⑤話し合い（作戦タイム）
⑥確かめのゲーム
⑦ゲームの振り返り
⑧学習のまとめ
学習Ⅱ
・的当てゲーム
・的入れリレー
・基本的な動き（腕振り投げ、
的を目標にした投げ）を身に付
ける
学習のねらいや進
め方を知る
①挨拶、準備運動
②ドリルゲーム
シ
ャ
ト
ル
合
戦
大
会
シャトルを用いた易しいゲームの基本的な
技術を身に付ける
・シャトルケースに当てるゲー
ム（チーム対抗）
・かごに投げ入れるリレー
（チーム対抗）
・バケツに当てるゲーム（チー
ム対抗）
・かごに投げ入れるゲーム
（チーム対抗）
・バドミントンに興
味を持たせるための
「お話」
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展的な練習とする。前時の学習を踏まえ、ラケットの操作に慣れてきたら、インパクト時
のラケットの握り方（力の入れ具合など）を意識して変えるように促すことが重要である。
１人でのシャトル突きとペアとのシャトル突きが安定して 10回以上続けられるようになっ
たら、チームでのシャトル突きにも挑戦させたい。これは、４人で四角の隊形になって、
シャトル突きを行うものである。最後に、回数を競うゲームを行うことで技術の定着度（評
価）を見るようにしたい。５時間目は、シャトル突き大会（ペアとチームの２部構成）を
行う計画である。対戦方法については省略する。 
（３）高学年におけるバドミントンを基にした簡易化されたゲームの提案 
 解説体育編のボール運動領域におけるネット型には、「バドミントンやテニスを基にした
簡易化されたゲーム」が例示されている（文部科学省,2017c,d,p.140）。そのため、ここで
は中学校のネット型のバドミントン単元に発展することをねらいとした「ショートサービ
スからのヘアピンの応酬ゲーム」（岸,2016,p.122）を取り上げる。 
 表４は、小学校第６学年体育科学習指導案を示している。これは架空の小学校を対象に
計画したものである。単元名は、「ヘアピンショットで楽しもう！」とした。運動の特性に
ついては、筆者ら（1993）が以前報告したものを修正・加筆した。単元の目標及び評価規
準については、改訂された解説体育編（文部科学省,2017c,d）に明記されている３つの柱
「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」から示した。
次に、単元の指導計画（全６時間）を説明していく。 
単元の 1 時間目は、学習のねらいや進め方について指導を行う。併せて、２時間目以降
のペアとチーム（２ペア＝４人組）を決定する。また、バドミントンの歴史や特性に関わ
る解説を行う。その際、プロジェクター等を用いて一流プレイヤーの動画を視聴させれば、
より効果的になるものと考えられる。最後は、シャトルとラケットに慣れる運動（中学年
の復習。未習の場合は、中学年の単元計画案を参照のこと。）を 10 分程度行う。２時間目
と３時間目は、中学年の学習内容を確実に習得させることが目標となる。ドリル及び確か
めのゲームは、中学年から発展した段階の「弛んだネットをはさんでのシャトル突き」と
なる。２人組（ペア）で行う際は、ネットをはさんで向かい合う。また、４人組について
は試合と同様に２ペアがネットをはさんで向かい合いとなり、対角線上の相手にサービス
風注１）の打ち出しをすることで開始となる。対角線上の相手がレシーバーなので、最初に返
球しなければならないが、その後はペアのどちらかが返球すれば良い。正規の試合では、
ラリーが途絶えれば得失点となる。しかしながら、このゲームはラリーを続けて楽しさを
味わおうとするものであるから、まずは相手が打ちやすい場所に返球する。ラリーが 10回
くらい続くようになったら、打ちにくい場所にも返球すると良いだろう。４時間目からは、
正規のネットの高さ（中央で 152.4cm）にする。最初は、正しいショートサービスの方法を
学習する。このサービスは、フォアハンドよりもバックハンドからの方法を奨励する。ネ
ットを弛めた状態で練習を始め、少しずつネットを張りながら高さを上げていくようにす
る。打ち出しは、ネット上端（白い部分）から 20cm以内の空間を狙って練習を行うと良い
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だろう。また、シャトルの落下位置はショートサービスライン付近を目標とする。これら
の練習によって、ショートサービスができるようになったら、正規の高さでのシャトル突
きに発展させる。まずは、ペアがネットをはさんで正面で向かい合い、1人がサービスを出
して片方がサービスリターンする。そのまま、できるだけラリーを続ける。確かめのゲー
ムは、ラリー回数を競うものとする。そのためには、正面のサービスコートで行うものと
対角線のサービスコートで行うものの２種類を練習しておくようにする。まとめでは、本
時に行ったプレイが「ヘアピン」というショットであることを教える。５時間目は、「ヘア
ピン応酬ゲーム大会」とした。これは、４時間目のゲームを基にしたペア対抗戦である。
トーナメント戦ではなく、４ペアでのリーグ戦（４コート）を想定している。この試合は、
ラリーを続けるのではなく、相手のミスを誘うような攻撃的なプレイも行える。ただし、
ショートサービスからのヘアピンのみの応酬戦で、ラリーポイント制の 10点先取の１ゲー
ムマッチとする。サービスの失敗は相手の得点となり、サービス権が移行する（審判用語
ではサービスオーバーという）。サービス権が自陣に移行した際の得点が偶数点なら右側か
らのサービス、奇数点であれば左側からサービスを行う。各リーグの第１位には表彰状を
授与する。以上、指導計画について述べた。説明不足や分りにくい箇所が多々あると考え
られる。詳細については、別稿等で論じたい。 
 最後に、球技（ネット型）の内容の体系化を別表に示した。これは以前、筆者（2014）
が学校体育実技資料第 8集（文部科学省,2010）を基に記したものを、今回、改訂された解
説体育編（文部科学省,2017d）の内容と提案（網掛け部分）に修正したものである。これ
らが、小学校学習指導要領の移行期間中注２）の実践資料に供すると共に、典型教材となって
いけば幸いである。 
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表４ 「ヘアピンショットで楽しもう！」の学習指導案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．単元名　　ヘアピンショットで楽しもう！
２．運動の特性
　（１）一般的特性
　（２）子供からみた特性
３．単元の目標
・勝敗を受け入られる。
４．単元の評価規準
・簡易化したゲームのルールを
工夫したり、自己やペア（チー
ム）の特徴に応じた作戦を選
んだりするとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝え
られる。
・場や用具の安全に気を配ら
れる。
・仲間の考えや取組を認めら
れる。・オリンピックやバドミントンの
歴史、並びにバドミントンの用
器具について理解している。
平成29年12月13日(水)
6年１組32名（男子16名　女子16名）
場所：前橋国際小学校（仮称）体育館
バドミントンはネットを挟んで対峙したプレイヤーが、ラリーが途切れるまでラケットでシャトルを１
回ずつ打ち合うシングルスとダブルスからなる競技である。
第６学年体育科学習指導案
・運動に積極的に取り組んで
いる。
・ルールを守り助け合って運動
をしている。
指導者：岸　一弘
・1人でのシャトル突きが続けられないと面白くない。
・複数でのシャトル突きが続けられるようになると楽しい。
・複数でのシャトル突きが続けられないと面白くない。
・バドミントンを基にした簡易ゲームで、ラケット操作やシャトルを打つための動きによって、攻防を
することができるようになる。（知識及び技能）
・シャトル自体が悪くなり、飛びすぎるか、あるいはほとんど飛ばなくなってしまうと面白くない。
運動についての思考力、判断
力、表現力等
運動に関する知識及び技能 学びに向かう力、人間性等
・基本的なラケットの扱い方を
身に付け、状況に応じた動き
ができる。
・自分から進んでシャトルを追
い、積極的に動くことができ
る。
・ラリーが続かないと面白くない。
　子供からみたバドミントンの特性については、次のようにとらえることができる（岸ら,1993）。
・シャトルを落とさないで、ラリーが続くようになると楽しい。
・シャトルのフライトの変化に応じた身のこなしができ、打ち返せるようになると楽しい。
・ショットが決まると楽しい。
・サービスがネットに引っ掛ってばかりだと面白くない。
・対戦相手が強すぎると面白くない。
・ダブルスのゲームで、ペアとの呼吸が合わず、うまくシャトルを返せないと面白くない。
　上記を踏まえ、本単元での子供からみた特性は次のように考えられる。
・1人でのシャトル突きが続けられるようになると楽しい。
・運動に進んで取り組み、ルールを守り助け合って運動したり、勝敗を受け入れたり、仲間の考え
や取り組みを認めたり、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようになる。（学びに向か
う力、人間性等）
・ヘアピンのラリーが続くと楽しい。
・サービスを返球できずに失敗ばかりしていると面白くない。
・相手の返球がヘアピンショットになっていないと面白くない。
・ネット型ゲームの楽しさや喜びを味わうことができるよう話し合い、ルールを工夫したり、ペアに応
じた作戦を選んだり、立てたりすることができるようになる。（思考力、判断力、表現力等）
・ショートサービスがねらった場所に打てると楽しい。
・相手が返球に失敗するようなヘアピンを打てると楽しい。
・ペアと協力して応酬ゲームに勝てると楽しい。
・難しいヘアピンを返球できると楽しい。
・ヘアピンのラリーがすぐに途切れると面白くない。
・ペアのサービスが失敗続きになると面白くない。
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５．単元の指導計画（全６時間）
学習内容・活動 留意点 評価
10  1　集合、整列、挨拶
分
 2　場の準備を行う
 3　準備運動
 5　作戦タイム
25
分
 7　ペアで試しのゲームを行う
 8　用器具の後片付けを行う
10
分
10 挨拶 ・次時の学習について話す。
・バドミントン用支柱 ４セット、バドミントンネット ４枚、ジュニア用ラケット32本、ナイロン製シャト
ル128個
9 気づいたことや感想を発表
し合い、本時の学習を振り返
る。
・バックハンドからのショート
サービスの練習を行う 正面
サービスコート→対角線サー
ビスコート
・ ショートサービスからシャト
ル 突 き の練 習を行う 正面
サービスコート→対角線サー
ビスコート
・シャトルをネットに引っ掛け
ず、しかもあまり高く打ち上げ
ないように助言をする。
・安全に配慮させながら片付
けをするように促す。
・長く続けられそうな方法を基
にペアで練習する。
6 正規の高さのネットをはさ
んだ2人組のシャトル突きを行
う
4 弛んだネットをはさんだ2人
組でのシャトル突きを行う（復
習）
・ラケットの両面を適宜使った
返球ができているか。（知識・
技能）
・ラケットのフォア面とバック面
を適宜使って返球するように
声をかける。
・バックハンドからのショート
サービスがショートサービスラ
イン付近まで打てるようになっ
ているか。（知識・技能）
・ペアの話し合いで話題になっ
た課題や良い仕方を発表する
ことで、全員で共有できるよう
にする。
・本時の学習のめあて、流れを
知る。
・学習のめあてと流れを確認
し、見通しを持って運動に取り
組めるようにする。
・安全に留意してバドミントン
用器具の準備をするように促
す。
・使う部位を意識して運動する
ように声をかける。
・ペアで工夫した方法に基づき、声をかけたり励ましあったりして、シャトル突きが行える。（思考
力、判断力、表現力等）
・安全に気をつけ、ペアと協力して運動をするとともに、ゲームの勝敗を受け入られるようになる。
（学びに向かう力、人間性等）
　（３）展開
　（２）準備物
６．本時の学習　（４／６時間）
　（１）本時の目標
・ラケットの操作に慣れ、ペアとのシャトル突きが続けられるようになる。（知識及び技能）
・長く続けられそうな方法を考
え、ペアに伝えているか。（思
考力・判断力・表現力等）
・互いの動きを見合い、話し合
うことで、良いサービスとシャト
ル突き の方法を伝え て いる
か。（学びに向かう力・人間性
等）
・腰の高さ辺りにシャトルを構
え、ラケットを体にひきつけた
状態から前方に動かしながら
シャトルを放して打ち出すよう
に助言する。
・基本的なショートサービスの
技術が身に付くように、繰り返
して練習するように声をかけ
る。最初は正面へ、慣れたら
対角線上のサービスコートへ
行うように助言する。
・ペアでの話し合いを確認し、
工夫した方法で練習をするよう
に声をかける。
ペアとのシャトル突きを楽しもう
1 2 3 4 5 6
学習Ⅰ 学習Ⅱ 学習Ⅲ
オリエンテーション
・学習のねらい
・ペアを決める
・チーム編成 ③学習内容の確認
・単元の流れ
・１時間の流れ
  学習のねらい
や進め方を知る
②ドリル＆ゲーム
　ペアやチームで行う　    ネットをはさんで行う
ペアで作戦を立て、それをゲーム
で生かせるように工夫する
ヘ
ア
ピ
ン
応
酬
ゲ
ー
ム
大
会
③学習内容の確認
④ドリル ④ドリル
・基本的な動き（ 2人組や
チ ー ム で の シ ャト ル突
き）を確実に習得する
・正規の高さのネットを
は さ ん だ シ ャ トル 突き
（ ２ 人 組 ） → ショ ート
サービスからのシャトル
突きゲーム
⑧学習のまとめ
①挨拶、準備運動
⑥確かめのゲーム（技術の定着）
・基本的な動き（正規の
高さのネットをはさんだ
シャトル突き）を身に付
ける
・バドミントン
の歴史や特性に
関わる「お話」
・シャトルとラ
ケットに慣れる
運動（中学年の
復習）
・ネットの弛みを少しず
つ張りながらのシャトル
突きに発展させる（２人
組）
ヘアピンの基本的な動
きを習得する
・弛んだネットをはさん
で シ ャ ト ル を 突き 合う
（２人組）→（チーム）
・弛んだネットをはさん
で シ ャ ト ル を 突き 合う
（２人組、チーム）→回
数を競うゲーム
⑤話し合い（作戦タイム）
⑦ゲームの振り返り
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                      別表 球技（ネット型）の内容の体系化 
＊＜学校体育実技資料第 8 集（文部科学省,2010）を基にして、小学校学習指導要領解説体育編（2017d）
の内容と提案（網掛け部分）をまとめたものである。＞ 
多くの領域の学習を経験する時期
第１学年・第２学年 第3学年・第4学年 第5学年・第6学年
ゲーム ゲーム ボール運動
（ボールゲーム） （ネット型ゲーム） （ネット型）
ゲ
＜例示＞
○的当てゲーム
解 ｜ ○シュートゲーム
○相手コートにボールを投げ入れるゲーム ＜例示＞
○ソフトバレーボールを基にした易しいゲーム
ム ○プレルボールを基にした易しいゲーム
○バドミントンやテニスを基にした易しいゲーム
の
様
＜例示＞
相
説
＜バドミントンシャトルを使った運動遊び＞ ＜バドミントンを基にした易しいゲーム＞ ＜バドミントンを基にした簡易化されたゲーム＞
○シャトルを投げる的当てゲーム ○シャトルのスロー＆キャッチ（距離延長）
○シャトルを投げて捕るドリル
◎シャトル合戦（ゲーム）
○シャトルを遠くに投げるドリル
○シャトルの飛び方を観察しよう
提 ○打たれたシャトルを捕るドリル
○打たれたシャトルを捕るゲーム
○シャトルのスロー＆キャッチ（ドリル）
案
○ネットなしのシャトル突き（１人）ドリル
◎ネットなしのシャトル突き（複数）ゲーム
◎ショートサービスからのヘアピンの応酬ゲーム
ボ ＜例示＞ [例示] [例示]
｜
ル
や ・味方が受けやすいようにボールをつなぐこと。
例 用
具
の ・ボールを捕ったり止めたりすること。
操
作
＜バドミントンシャトルを使った運動遊び＞ ＜バドミントンシャトルとラケットでの運動遊び＞ ＜バドミントンを基にした簡易化されたゲーム＞
提
案 ＜バドミントンを基にした易しいゲーム＞
ボ ＜例示＞ [例示] [例示]
｜
ル
を ・ボールを操作できる位置に動くこと。
も
示 た
な
い
動
き
＜バドミントンシャトルを使った運動遊び＞ ＜バドミントンを基にした易しいゲーム＞ ＜バドミントンを基にした簡易化されたゲーム＞
提
案 ・シャトルの飛行特性がわかること。
・シャトルの落下点に動くこと。
＜バドミントンシャトルを使った運動遊び＞ ＜バドミントンを基にした易しいゲーム＞ ＜バドミントンを基にした簡易化されたゲーム＞
提
案
・体勢変化が苦手な児童には、ジュニア用ラケッ
トを持つ前に、多様な体勢変化を経験させるなど
の配慮をする。
・シャトルの落下点やジュニア用ラケットを操作し
やすい位置に移動することが苦手な児童には、
ラケットの面にしっかり当てることや力の入れ具
合を工夫させるなどの配慮をする。
ネット型ゲームでは、基本的なボール操作とボー
ルを操作できる位置に移動する動きによって、易
しいゲームをすること。
ネット型では、個人やチームによる攻撃と守備に
よって、簡易化されたゲームをすること。
・相手コートに緩やかにボールを投げ入れたり、
捕ったりすること。
・ねらったところに緩やかにボールを転がしたり、
投げたり、蹴ったりして、的に当てたり得点したり
すること。
攻めと守りが分かれたコートで、相手コートに
ボールを投げたりする簡単な規則で行われる易
しいゲーム（ネット型ゲームに発展)をする。
易しいゲームとは、ゲームを児童の発達の段階
を踏まえて、基本的なボール操作で行え、プレイ
ヤーの人数、コートの広さ(奥行きや横幅など)、
ネットの高さ、プレイ上の緩和や制限、ボールそ
の他の運動用具や設備などを修正し、児童が取
り組みやすいように工夫したゲームをいう。
○天大中小など、子供の遊びを基にした易しい
ゲーム
○攻めがボールを手などで打ったり蹴ったりして
行うゲーム
・片手、両手もしくは用具を使って、相手コートに
ボールを打ち返すこと。
・自陣のコート（中央付近）から相手コートに向け
サービスを打ち入れること。
簡易化されたゲームとは、ルールや形式が一
般化されたゲームを児童の発達の段階を踏ま
え、実態に応じたボール操作で、行うことがで
き、プレイヤーの人数、ネットの高さ、プレイ上の
制限、ボールその他の運動用具や設備など修正
し、児童が取り組みやすいように工夫したゲーム
をいう。
ネット型では、その行い方を理解するともに、
ボール操作とチームの作戦に基づいた位置取り
をするなどのボールを持たないときの動きによっ
て、軽くて柔らかいボールを片手、両手もしくは
用具を使って操作したり相手が捕りにくいボール
を返球したりするチームの連携プレイによる簡易
化されたゲームや、自陣から相手コートに向かっ
て相手が捕りにくいボールを返球する手や用具
などを使った簡易化されたゲームをすること。
○ソフトバレーボールやプレルボールを基にした
簡易化されたゲーム
○バドミントンやテニスを基にした簡易化された
ゲーム
学校種 小　学　校
発達の段階 各種の運動の基礎を培う時期
領域
（領域の内容）
知
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び
　
　
　
技
　
　
　
能
運
動
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び
が
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手
な
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童
へ
の
配
慮
の
例
・ボールを捕ったり止めたりすることが苦手な児
童には、柔らかいボールを使ったり、空気を抜い
たボールを使ったりするなどの配慮をする。
・ボールが飛んだり、転がったりしてくるコースに
入ることが苦手な児童には、柔らかいボールを
使い、1対1でゴールを守る練習をしたりするなど
の配慮をする。
・ボールに怖さを感じる児童には、柔らかいボー
ルを使ったり、空気を抜いたボールを使ったりす
るなどの配慮をする。
内容 ボールゲームでは、簡単なボール操作と攻めや
守りの動きによって、易しいゲームをすること。
・シャトルを操作する手や腕の動きがわかるこ
と。
・ナイロン製、コンポジット製及び水鳥製のシャト
ルに触る、投げる、捕ること。
・ボールが飛んだり、転がったりしてくるコースに
入ること。
・シャトルを片手または両手で捕れるように配慮
をする。
・シャトルの飛行特性を理解させ、目に当たらな
いように配慮をすること。
・シャトルの羽根やコルクの部分を手で包むよう
に保持して、投げられるように配慮をする。
・味方が受けやすいようにボールをつなぐことが
苦手な児童には、飛んできたボールをキャッチし
てパスしたりすることができるようにするなどの
配慮をする。
・いろいろな高さのボールを片手、両手もしくは用
具を使つてはじいたり、打ちつけたりすること。
・相手コートから飛んできたボールを片手、両手
もしくは用具を使って相手コートに返球すること。
・様々な高さのボールを片手、手もしくは用具を
使ってはじいたり、打ちつけたりすることが苦手
な児童には、飛んできたボールをキャッチして打
つことを認めるなどの配慮をする。
・ボールの落下点やボールを操作しやすい位置
に移動したりすることが苦手な児童には、プレイ
できるバウンド数を多くしたり、飛んできたボール
をキャッチしてラリーを継続したりするなどの配慮
をする。
・ジュニア用ラケットの面にシャトルをのせて、そ
の場で体勢を変えること。
・自陣のサービスコートから相手のサービスコー
トに向けサービスを打ち出すこと。
・ジュニア用ラケットの両面を状況に応じて使い
わけ、相手エンドにシャトルを打ち返すこと。
・シャトルの方向に体を向けたり、シャトルの落下
点やジュニア用ラケットを操作しやすい位置に体
を移動したりすること。
・シャトルの落下方向に体を向けて、その方向に
素早く移動すること。
・ボールの方向に体を向けたり、ボールの落下点
やボールを操作しやすい位置に移動したりするこ
と。
・いろいろな高さに飛んでくるシャトルをジュニア
用ラケットの面にあて返球し、ラリーを続けるこ
と。
・シャトルの落下点を予測して、ジュニア用ラケッ
トの操作ができること。
・相手エンドに返球することが苦手な児童には、
ジュニア用ラケットの面をどのように傾けてシャト
ルに当てるとネットを越えるか考えたりする場を
設定するなどの配慮をする。
・サービスが苦手な児童には、正規のネットの高
さよりも低い位置で、狙ったところに打ち出せる
ように練習するなどの配慮をする。
・ボールの方向に体を向けて、その方向に素早く
移動すること。
○シャトルを手のひらにのせて、その場で体勢変
化を行うドリル
○シャトルをジュニア用ラケットの面にのせて、そ
の場で体勢変化を行うドリル
○シャトルをジュニア用ラケットの面にのせて、歩
いたり、走ったりするドリル
○シャトルをジュニア用ラケットの面にのせて、歩
いたり、走ったりするリレー（ゲーム）
○シャトルを突きながら歩いたり、走ったりするド
リル
○正規のネットの高さで、自陣のサービスコート
から相手のサービスコートに向かって ショート
サービスを行い、相手が打ちやすい高さや位置
に返球して、ラリーが続くドリルを行う。
○弛んだネットを挟んでシャトルを突き合う（ペ
ア）ドリル
○少しずつネットの高さを上げていき、上記のドリ
ルを行う
（上記のドリルとゲームは、ネットからショート
サービスライン付近までの範囲とする。）
○正規のネットの高さで、自陣のサービスコート
から相手のサービスコートに向かって、相手がと
りにくいような高さや位置にショートサービスを打
ち出すドリルを行う。
・ジュニア用ラケットの面にシャトルをのせて運ぶ
操作をすること。
・片手、両手もしくは用具を使って、相手コートに
ボールを返球することが苦手な児童には、飛ん
できたボールを短時間保持することを認めたり、
うまくはじくことができる児童と比較してどこが違
うか考えたりする場を設定するなどの配慮をす
る。
・自陣のコート(中央付近)から相手コートに向け
サーピスを打ち入れることが苦手な児童には、
手を使って投げ入れたり、軽い用具や柄の短い
用具を使ったり、軽いボールを使ったり、一歩前
からサービスをすることを認めたり、ネットの高さ
を低くしたりするなどの配慮をする。
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注 
1）この段階ではサービスに関する技術指導を行っていない。そのため、児童が思い思い
の方法で打ち出して構わない。本人がサービスと意識しないで、アンダーアームから打ち
出すショットを“サービス風の打ち出し”とした。 
2）文部事務次官の戸谷（2017e）からの通知（「小学校及び中学校の学習指導要領等に関
する移行措置並びに移行期間中における学習指導等について」）で、平成 30 年 4 月 1 日か
ら平成 32 年 3 月 31 日までの間における学習指導要領は特例が定められている。それによ
れば、体育を含む各教科は、全部又は一部について新学習指導要領によることができると
されている。 
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Abstract 
Creating Classes about Badminton in Elementary School    
Physical Education 
 
Kazuhiro Kishi 
In Japan’s elementary school curriculum guidelines (including instruction and guidance) 
which have been revised approximately every ten years, no examples of 
badminton-related exercise have been illustrated. From the viewpoints of life-long 
sports, the author has long argued that athletics involved in badminton should be 
incorporated into physical education of elementary school as a stage of introducing a 
badminton unit in junior high school health and physical education. In June 2017, the 
curriculum guidelines for elementary school physical education first released an 
announcement of example practice related to badminton. This paper discusses the 
history of teaching materials on and lesson development of badminton (hereinafter, 
“teaching materials”) in elementary school physical education. 
 
 
 
